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○
国
土
交
通
省
令
第　
　
　

号 
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
三
号
）
及
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第　
　
　

号
）
の
施

行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
八
年　
　

月　
　
　

日 

国
土
交
通
大
臣　

井
林　

辰
憲　
　

 

都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す

る
省
令 

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に

対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。

）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
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部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改　

正　

後

改　

正　

前

   

（
都
市
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
資
す
る
施
設
） 

（
国
際
競
争
力
強
化
施
設
） 

 

第
一
条　

（
略
）

第
一
条　

（
略
）

  

（
民
間
都
市
再
生
事
業
計
画
の
認
定
等
の
申
請
） 

（
民
間
都
市
再
生
事
業
計
画
の
認
定
等
の
申
請
） 

 

第
二
条　

（
略
） 

第
二
条　

（
略
） 

 

一
～
五　

（
略
） 

一
～
五　

（
略
） 

 

六　

縮
尺
、
方
位
、
事
業
区
域
、
申
請
者
が
従
前
か
ら
所
有
権
、
借
地
権
そ
の
他

六　

縮
尺
、
方
位
、
事
業
区
域
、
申
請
者
が
従
前
か
ら
所
有
権
、
借
地
権
そ
の
他

 

の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
（
次
号
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
六
号

の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
（
次
号
並
び
に
第
二
十
二
条
第
六
号
及

 

及
び
第
七
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
「
所

び
第
七
号
に
お
い
て
「
所
有
権
等
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
土
地
及
び
申
請
者

 

有
権
等
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
土
地
及
び
申
請
者
が
所
有
権
の
取
得
又
は
借

が
所
有
権
の
取
得
又
は
借
地
権
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利

 

地
権
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
の
取
得
若
し
く
は
設
定
（

の
取
得
若
し
く
は
設
定
（
第
二
十
二
条
第
六
号
に
お
い
て
「
所
有
権
の
取
得
等

 

第
二
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
四
十
三
条
第
一
項
第
六
号
に
お
い
て
「
所

」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
境
界
線
並
び
に
事
業
区
域
内
の
建
築

 

有
権
の
取
得
等
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
境
界
線
並
び
に
事
業

物
の
位
置
を
表
示
し
た
事
業
区
域
内
に
あ
る
土
地
及
び
建
築
物
の
配
置
図

 

区
域
内
の
建
築
物
の
位
置
を
表
示
し
た
事
業
区
域
内
に
あ
る
土
地
及
び
建
築
物

 

の
配
置
図

 

七
～
十
三　

（
略
） 

七
～
十
三　

（
略
） 

 

２　

（
略
）

２　

（
略
）

  

（
令
第
十
三
条
の
三
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
） 

 

 

第
八
条
の
二　

令
第
十
三
条
の
三
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同

（
新
設
）

 

号
に
規
定
す
る
看
板
又
は
広
告
塔
か
ら
生
ず
る
収
益
を
都
市
再
生
整
備
等
協
定
に

 

基
づ
く
協
定
施
設
の
整
備
及
び
管
理
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

 

認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

  

（
法
第
四
十
四
条
の
三
第
六
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
公
園
施
設
の

 

 

種
類
） 
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第
八
条
の
二
の
二　

法
第
四
十
四
条
の
三
第
六
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

（
新
設
） 

 

る
公
園
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

 
一　

休
養
施
設 

 

 

二　

遊
戯
施
設 

 

 

三　

運
動
施
設 

 

 

四　

教
養
施
設 

 

 

五　

便
益
施
設 
 

 

六　

都
市
公
園
法
施
行
令
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
管
理
施
設
の
う
ち
、
管
理

 

 

事
務
所 

 

七　

都
市
公
園
法
施
行
令
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
、
展
望
台
又

 

は
集
会
所

  

（
都
市
再
生
整
備
等
協
定
の
縦
覧
に
係
る
公
告
） 

 

 

第
八
条
の
二
の
三　

法
第
四
十
四
条
の
三
第
九
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す

（
新
設
）

 

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
都

 

道
府
県
又
は
市
町
村
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適

 

切
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一　

都
市
再
生
整
備
等
協
定
の
名
称 

 

二　

協
定
施
設
の
名
称
及
び
位
置 

 

三　

都
市
再
生
整
備
等
協
定
の
縦
覧
場
所

  

第
八
条
の
二
の
四　

（
略
）

第
八
条
の
二　

（
略
）

  

（
都
市
再
生
歩
行
者
経
路
協
定
の
認
可
等
の
公
告
） 

（
都
市
再
生
歩
行
者
経
路
協
定
の
認
可
等
の
公
告
） 

 

第
八
条
の
四　

第
八
条
の
二
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
の
四
第
二
項
（
法
第

第
八
条
の
四　

第
八
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
の
四
第
二
項
（
法
第
四
十

 

四
十
五
条
の
五
第
二
項
、
第
四
十
五
条
の
六
第
四
項
、
第
四
十
五
条
の
八
第
四
項

五
条
の
五
第
二
項
、
第
四
十
五
条
の
六
第
四
項
、
第
四
十
五
条
の
八
第
四
項
又
は

 

又
は
第
四
十
五
条
の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

第
四
十
五
条
の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

 

に
よ
る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

  

（
退
避
経
路
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

（
退
避
経
路
協
定
に
関
す
る
準
用
） 
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第
八
条
の
六　

第
八
条
の
二
の
四
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
の

第
八
条
の
六　

第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
の
十
三

 

十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
退
避
経
路
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
一
項
に
規
定
す
る
退
避
経
路
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

  

（
退
避
施
設
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

（
退
避
施
設
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

 

第
八
条
の
八　

第
八
条
の
二
の
四
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
の

第
八
条
の
八　

第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
の
十
四

 

十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
退
避
施
設
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
一
項
に
規
定
す
る
退
避
施
設
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

  

（
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

（
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

 

第
八
条
の
十
三　

第
八
条
の
二
の
四
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条

第
八
条
の
十
三　

第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
の
二

 

の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
に
つ
い
て
準
用
す

十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 

る
。

  

（
市
町
村
が
決
定
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
計
画
） 

（
市
町
村
が
決
定
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
計
画
） 

 

第
十
二
条　

令
第
十
四
条
第
二
号
ニ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
市
街
地
開
発
事
業

第
十
二
条　

令
第
十
三
条
第
二
号
ニ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
市
街
地
開
発
事
業

 

は
、
施
行
区
域
の
面
積
が
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
と
す

は
、
施
行
区
域
の
面
積
が
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
と
す

 

る
。

る
。

 

 
 

 

（
令
第
十
九
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
）

（
令
第
十
九
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
）

 

第
十
二
条
の
二　

令
第
十
九
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同
条
に
規
定

第
十
二
条
の
二　

令
第
十
九
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同
条
に
規
定

 

す
る
看
板
又
は
広
告
塔
か
ら
生
ず
る
収
益
を
一
体
型
滞
在
快
適
性
等
向
上
事
業
に

す
る
看
板
及
び
広
告
塔
か
ら
生
ず
る
収
益
を
一
体
型
滞
在
快
適
性
等
向
上
事
業
に

 

要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

  

（
法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
三
号
イ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
公
園
施
設
の

（
法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
二
号
イ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
公
園
施
設
の

 

種
類
） 

種
類
） 

 

第
十
二
条
の
三　

法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
三
号
イ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

第
十
二
条
の
三　

法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
二
号
イ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

 

公
園
施
設
は
、
第
八
条
の
二
の
二
各
号
（
第
六
号
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ

公
園
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

。
）
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　

休
養
施
設 

 

二　

遊
戯
施
設 

 

三　

運
動
施
設 

 

四　

教
養
施
設 
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五　

便
益
施
設 

 

六　

都
市
公
園
法
施
行
令
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
、
展
望
台
又

 

は
集
会
所

  

（
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
の
種
類
） 

（
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
の
種
類
） 

 

第
十
二
条
の
四　

法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
三
号
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

第
十
二
条
の
四　

法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
二
号
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

 

公
園
施
設
は
、
第
八
条
の
二
の
二
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
公
園
施

公
園
施
設
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
公
園
施
設
か
ら
生
ず

 

設
か
ら
生
ず
る
収
益
を
特
定
公
園
施
設
の
建
設
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が

る
収
益
を
特
定
公
園
施
設
の
建
設
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
認

 

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

  

（
特
定
公
園
施
設
の
種
類
） 

（
特
定
公
園
施
設
の
種
類
） 

 

第
十
二
条
の
五　

法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
三
号
ロ
⑴
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

第
十
二
条
の
五　

法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
二
号
ロ
⑴
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

 

る
公
園
施
設
は
、
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
と
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に

る
公
園
施
設
は
、
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
と
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に

 

よ
り
当
該
公
園
施
設
の
効
率
的
な
整
備
が
図
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る

よ
り
当
該
公
園
施
設
の
効
率
的
な
整
備
が
図
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る

 

。

。

  

（
法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
三
号
ロ
⑷
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
） 

（
法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
二
号
ロ
⑷
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
） 

 

第
十
二
条
の
六　

法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
三
号
ロ
⑷
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

第
十
二
条
の
六　

法
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
二
号
ロ
⑷
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

 

る
事
項
は
、
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
の
設
置
又
は
管
理
に
よ
り
期
待
さ
れ

る
事
項
は
、
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
の
設
置
又
は
管
理
に
よ
り
期
待
さ
れ

 

る
効
果
そ
の
他
の
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
事
項
と
す
る
。

る
効
果
そ
の
他
の
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
事
項
と
す
る
。

  

（
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
の
設
置
又
は
管
理
に
係
る
公
告
） 

（
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
の
設
置
又
は
管
理
に
係
る
公
告
） 

 

第
十
二
条
の
七　

法
第
四
十
六
条
第
十
七
項
（
同
条
第
三
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す

第
十
二
条
の
七　

法
第
四
十
六
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
（
同
条
第
二
十
九

 

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
同
条
第
十
四
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
同
条
第
十
四
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ

 

る
事
項
を
定
め
る
都
市
公
園
の
名
称
並
び
に
当
該
事
項
の
案
の
縦
覧
の
場
所
及
び

る
事
項
を
定
め
る
都
市
公
園
の
名
称
並
び
に
当
該
事
項
の
案
の
縦
覧
の
場
所
及
び

 

期
間
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他

期
間
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他

 

の
適
切
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

の
適
切
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

  

（
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
都
市
公
園
の
管
理
上
適
切

（
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
都
市
公
園
の
管
理
上
適
切

 

で
な
い
場
所
） 

で
な
い
場
所
） 
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第
十
二
条
の
八　

法
第
四
十
六
条
第
二
十
一
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

第
十
二
条
の
八　

法
第
四
十
六
条
第
十
九
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場

 

場
所
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

所
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 
一　

法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
七
号
の
計
画
期
間
内
に
お
い
て
、
国
又
は
地
方
公

一　

法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
六
号
の
計
画
期
間
内
に
お
い
て
、
国
又
は
地
方
公

 
共
団
体
に
よ
る
使
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
所 

共
団
体
に
よ
る
使
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
所 

 

二　

（
略
）

二　

（
略
）

  

（
都
市
利
便
増
進
施
設
） 

（
都
市
利
便
増
進
施
設
） 

 

第
十
二
条
の
九　

法
第
四
十
六
条
第
二
十
九
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
等

第
十
二
条
の
九　

法
第
四
十
六
条
第
二
十
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
等

 

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
十
七　

（
略
）

一
～
十
七　

（
略
）

  

（
居
住
者
等
利
用
施
設
） 

（
居
住
者
等
利
用
施
設
） 

 

第
十
二
条
の
十　

法
第
四
十
六
条
第
三
十
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、

第
十
二
条
の
十　

法
第
四
十
六
条
第
二
十
六
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
は

 

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
五　

（
略
）

一
～
五　

（
略
）

  

（
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
の
周
知
） 

（
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
の
周
知
） 

 

第
十
二
条
の
十
一　

法
第
四
十
六
条
第
三
十
二
項
第
一
号
（
同
条
第
三
十
三
項
に
お

第
十
二
条
の
十
一　

法
第
四
十
六
条
第
二
十
八
項
第
一
号
（
同
条
第
二
十
九
項
に
お

 

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
周
知
は
、
滞
在
快
適
性
等
向
上

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
周
知
は
、
滞
在
快
適
性
等
向
上

 

区
域
の
区
域
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
印
刷
物
の
配
布
そ
の
他
の

区
域
の
区
域
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
印
刷
物
の
配
布
そ
の
他
の

 

適
切
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

適
切
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

  

（
固
有
魅
力
維
持
向
上
区
域
に
関
す
る
準
用
） 

 

 

第
十
二
条
の
十
二　

前
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
六
条
第
三
十
二
項
第
二
号
（
同
条

（
新
設
）

 

第
三
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
周
知
に
つ
い

 

て
準
用
す
る
。

  

（
市
町
村
決
定
計
画
及
び
計
画
決
定
期
限
の
公
告
） 

（
市
町
村
決
定
計
画
及
び
計
画
決
定
期
限
の
公
告
） 

 

第
十
三
条　

法
第
四
十
六
条
第
三
十
二
項
第
三
号
（
同
条
第
三
十
三
項
に
お
い
て
準

第
十
三
条　

法
第
四
十
六
条
第
二
十
八
項
第
二
号
（
同
条
第
二
十
九
項
に
お
い
て
準

 

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
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、
市
町
村
の
定
め
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

、
市
町
村
の
定
め
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
三　

（
略
）

一
～
三　

（
略
）

  

（
特
定
固
有
魅
力
形
成
建
築
物
の
増
築
等
の
届
出
） 

 

 

第
十
四
条
の
二　

法
第
四
十
六
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
に
規

（
新
設
）

 

定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

２　

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一　

増
築
等
（
法
第
四
十
六
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
固
有
魅
力
形
成
建

 

築
物
の
増
築
、
改
築
、
移
転
又
は
除
却
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
計
仕

 

様
書
及
び
設
計
図 

 

二　

当
該
特
定
固
有
魅
力
形
成
建
築
物
の
敷
地
及
び
位
置
並
び
に
当
該
敷
地
周
辺

 

の
状
況
を
示
す
縮
尺
二
千
五
百
分
の
一
以
上
の
図
面 

 

三　

当
該
特
定
固
有
魅
力
形
成
建
築
物
及
び
増
築
等
を
し
よ
う
と
す
る
箇
所
の
写

 

真 

 

四　

申
請
者
が
所
有
者
（
法
第
四
十
六
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
特
定
固
有
魅

 

力
形
成
建
築
物
の
所
有
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の

 

者
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
意
見
書 

 

五　

増
築
等
が
、
市
町
村
で
あ
る
景
観
行
政
団
体
（
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律

 

第
百
十
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
行
政
団
体
を
い
う
。
以
下
こ
の

 

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
定
め
る
、
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
計

 

画
に
係
る
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
景
観
計
画
区
域
内
の
行
為
（
同
法

 

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

 

は
、
次
に
掲
げ
る
図
書
の
う
ち
、
当
該
景
観
行
政
団
体
の
長
が
必
要
と
認
め
る

 

も
の 

 

イ　

当
該
特
定
固
有
魅
力
形
成
建
築
物
の
敷
地
及
び
当
該
敷
地
の
周
辺
の
状
況

 

を
示
す
写
真 

 

ロ　

当
該
敷
地
内
に
お
け
る
建
築
物
又
は
工
作
物
の
位
置
を
表
示
す
る
図
面
で

 

縮
尺
百
分
の
一
以
上
の
も
の 

 

ハ　

当
該
建
築
物
又
は
当
該
工
作
物
の
彩
色
が
施
さ
れ
た
二
面
以
上
の
立
面
図

 

で
縮
尺
五
十
分
の
一
以
上
の
も
の 
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ニ　

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
図
書 

 

ホ　

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
添
付
が
必
要
な
も
の
と
し
て
当

 

該
景
観
行
政
団
体
の
条
例
で
定
め
る
図
書

  

（
届
出
が
必
要
な
事
項
） 

 

 

第
十
四
条
の
三　

法
第
四
十
六
条
の
九
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は

（
新
設
）

 

、
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て

 

は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
、
増
築
等
の
設
計
又
は
施
行
方

 

法
並
び
に
完
了
予
定
日
と
す
る
。

  

（
変
更
の
届
出
） 

 

 

第
十
四
条
の
四　

法
第
四
十
六
条
の
九
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は

（
新
設
）

 

、
設
計
又
は
施
行
方
法
の
う
ち
、
そ
の
変
更
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
届
出
に
係
る

 

増
築
等
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
以
外
の
も
の

 

と
す
る
。

  

第
十
四
条
の
五　

法
第
四
十
六
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
変
更
に
係

（
新
設
）

 

る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

２　

第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

  

（
特
定
路
外
駐
車
場
の
設
置
の
届
出
） 

（
特
定
路
外
駐
車
場
の
設
置
の
届
出
） 

 

第
二
十
一
条
の
三　

法
第
六
十
二
条
の
九
第
一
項
（
同
条
第
五
項
及
び
法
第
百
六
条

第
二
十
一
条
の
三　

法
第
六
十
二
条
の
九
第
一
項
（
法
第
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す

 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
届

る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式

 

出
は
、
別
記
様
式
第
七
の
二
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

第
七
の
二
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

２　

（
略
）

２　

（
略
）

  

（
変
更
の
届
出
） 

（
変
更
の
届
出
） 

 

第
二
十
一
条
の
五　

法
第
六
十
二
条
の
九
第
二
項
（
同
条
第
五
項
及
び
法
第
百
六
条

第
二
十
一
条
の
五　

法
第
六
十
二
条
の
九
第
二
項
（
法
第
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す

 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
国
土
交
通
省
令

る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は

 

で
定
め
る
事
項
は
、
特
定
路
外
駐
車
場
の
位
置
、
規
模
並
び
に
自
動
車
の
出
口
及

、
特
定
路
外
駐
車
場
の
位
置
、
規
模
並
び
に
自
動
車
の
出
口
及
び
入
口
の
位
置
と
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び
入
口
の
位
置
と
す
る
。

す
る
。

  
（
固
有
魅
力
維
持
向
上
協
定
の
認
可
の
基
準
） 

 

 

第
二
十
七
条
の
二　

法
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五 

（
新
設
） 

 

条
の
四
第
一
項
第
三
号
（
法
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

 

 

四
十
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
土
交
通
省
令

 

 

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 
 

 

一　

協
定
区
域
は
、
そ
の
境
界
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

二　

固
有
魅
力
形
成
建
築
物
等
の
一
体
的
な
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
事
項
は
、

 

固
有
魅
力
維
持
向
上
区
域
に
お
け
る
居
住
者
、
滞
在
者
そ
の
他
の
者
の
活
動
及

 

び
滞
在
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
固
有
の
魅
力
の
維
持
及
び

 

向
上
に
資
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

三　

固
有
魅
力
維
持
向
上
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置
は
、
違
反
し
た
者
に
対

 

し
て
不
当
に
重
い
負
担
を
課
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

四　

協
定
区
域
隣
接
地
の
区
域
は
、
そ
の
境
界
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
け
れ

 

ば
な
ら
な
い
。 

 

五　

協
定
区
域
隣
接
地
は
、
協
定
区
域
と
の
一
体
性
を
有
す
る
土
地
の
区
域
で
な

 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

（
固
有
魅
力
維
持
向
上
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

 

 

第
二
十
七
条
の
三　

第
八
条
の
二
の
四
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
七
十
二

（
新
設
）

 

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
固
有
魅
力
維
持
向
上
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

  

（
都
市
再
生
整
備
歩
行
者
経
路
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

（
都
市
再
生
整
備
歩
行
者
経
路
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

 

第
二
十
八
条　

第
八
条
の
二
の
四
か
ら
第
八
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
三

第
二
十
八
条　

第
八
条
の
二
か
ら
第
八
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
三
条
第

 

条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
歩
行
者
経
路
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
歩
行
者
経
路
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
の
三
第
二
号
中
「
都
市
再
生
歩
行
者
経
路
の
」
と

場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
の
三
第
二
号
中
「
都
市
再
生
歩
行
者
経
路
の
」
と
あ
る

 

あ
る
の
は
、
「
都
市
再
生
整
備
歩
行
者
経
路
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
は
、
「
都
市
再
生
整
備
歩
行
者
経
路
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

  

（
景
観
整
備
推
進
法
人
が
整
備
及
び
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
居
住
者
等
利
用

（
景
観
整
備
機
構
が
整
備
及
び
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
居
住
者
等
利
用
施
設
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施
設
） 

） 

 
第
二
十
九
条
の
三　

法
第
八
十
条
の
三
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
景
観
整

第
二
十
九
条
の
三　

法
第
八
十
条
の
三
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
景
観
整

 
備
推
進
法
人
が
整
備
及
び
管
理
を
行
う
施
設
は
、
第
十
二
条
の
十
各
号
に
掲
げ
る

備
機
構
が
整
備
及
び
管
理
を
行
う
施
設
は
、
第
十
二
条
の
十
各
号
に
掲
げ
る
も
の

 

も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

  

（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
で
公
共
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る

（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
で
公
共
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る

 

も
の
等
） 

も
の
等
） 

 

第
三
十
条
の
二　

法
第
八
十
一
条
第
十
九
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
土
地
は
、

第
三
十
条
の
二　

法
第
八
十
一
条
第
十
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
土
地
は
、

 

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
で
公
共
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
で
公
共
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も

 

の
、
農
地
、
採
草
放
牧
地
及
び
森
林
と
す
る
。

の
、
農
地
、
採
草
放
牧
地
及
び
森
林
と
す
る
。

  

（
都
市
の
居
住
者
そ
の
他
の
者
の
利
用
に
供
す
る
施
設
） 

（
都
市
の
居
住
者
そ
の
他
の
者
の
利
用
に
供
す
る
施
設
） 

 

第
三
十
条
の
三　

法
第
八
十
一
条
第
二
十
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施

第
三
十
条
の
三　

法
第
八
十
一
条
第
十
六
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施

 

設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
五　

（
略
）

一
～
五　

（
略
）

  

（
立
地
適
正
化
計
画
の
軽
微
な
変
更
） 

（
立
地
適
正
化
計
画
の
軽
微
な
変
更
） 

 

第
三
十
一
条　

法
第
八
十
一
条
第
三
十
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

第
三
十
一
条　

法
第
八
十
一
条
第
二
十
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

 

更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

更
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
第

 

一　

法
第
八
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
立
地
適
正
化
計
画

二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
立
地
適
正
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
居

 

に
記
載
さ
れ
た
居
住
誘
導
区
域
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
居
住
誘
導
区
域
」
と

住
誘
導
区
域
か
ら
法
第
八
十
一
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
区
域
を
除
外
す
る
場
合

 

い
う
。
）
か
ら
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
区
域
を
除
外
す
る
場
合
に
お
け

に
お
け
る
変
更
に
限
り
、
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に

 

る
変
更
に
限
る
。
） 

規
定
す
る
防
災
指
針
に
基
づ
く
取
組
の
推
進
に
関
連
し
て
必
要
な
事
項
並
び
に
法

 

二　

法
第
八
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
居
住
誘
導
区
域
か

第
八
十
一
条
第
九
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
及
び
第
十
五
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係

 

ら
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
区
域
を
除
外
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

る
変
更
に
限
る
。
）
と
す
る
。

 

当
該
場
合
に
お
い
て
居
住
誘
導
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
る
区
域
を
立
地
適
正
化
計

 

画
に
記
載
さ
れ
た
都
市
機
能
誘
導
区
域
か
ら
も
除
外
す
る
場
合
に
お
け
る
変
更

 

に
限
る
。
） 

 

三　

法
第
八
十
一
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更 

 

四　

法
第
八
十
一
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
同
号
に
規
定
す
る
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防
災
指
針
に
基
づ
く
取
組
の
推
進
に
関
連
し
て
必
要
な
事
項
並
び
に
同
条
第
十

 

項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
、
第
十
七
項
及
び
第
十
九
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る

 
変
更
に
限
る
。
）

 

 

（
防
災
施
設
管
理
協
定
の
基
準
） 

 

 

第
五
十
五
条
の
二
の
二　

法
第
百
八
条
の
六
第
二
項
第
二
号
（
法
第
百
八
条
の
九
に

（
新
設
）

 

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に

 

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一　

協
定
防
災
施
設
の
管
理
の
方
法
に
関
す
る
事
項
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

 

し
た
場
合
に
お
け
る
居
住
者
、
来
訪
者
又
は
滞
在
者
に
対
す
る
災
害
応
急
対
策

 

に
必
要
な
避
難
場
所
の
確
実
な
提
供
又
は
食
糧
、
医
薬
品
そ
の
他
の
物
資
の
適

 

切
な
備
蓄
及
び
円
滑
な
供
給
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
並
び
に
協
定
防
災
施

 

設
の
維
持
修
繕
そ
の
他
協
定
防
災
施
設
の
適
切
な
管
理
に
必
要
な
事
項
に
つ
い

 

て
定
め
る
こ
と
。 

 

二　

防
災
施
設
管
理
協
定
の
有
効
期
間
は
、
五
年
以
上
二
十
年
以
下
と
す
る
こ
と

 

。 

 

三　

防
災
施
設
管
理
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置
は
、
違
反
し
た
者
に
対
し
て

 

不
当
に
重
い
負
担
を
課
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

  

（
防
災
施
設
管
理
協
定
の
縦
覧
に
係
る
公
告
） 

 

 

第
五
十
五
条
の
二
の
三　

法
第
百
八
条
の
七
第
一
項
（
法
第
百
八
条
の
九
に
お
い
て

（
新
設
）

 

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

 

て
、
市
町
村
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方

 

法
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一　

防
災
施
設
管
理
協
定
の
名
称 

 

二　

協
定
防
災
施
設
の
名
称
（
そ
の
属
す
る
施
設
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
属
す
る

 

施
設
の
名
称
及
び
協
定
防
災
施
設
の
部
分
） 

 

三　

防
災
施
設
管
理
協
定
の
有
効
期
間 

 

四　

防
災
施
設
管
理
協
定
の
縦
覧
場
所
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（
防
災
施
設
管
理
協
定
の
締
結
等
の
公
告
） 

 

 
第
五
十
五
条
の
二
の
四　

前
条
の
規
定
は
、
法
第
百
八
条
の
八
（
法
第
百
八
条
の
九

（
新
設
）

 
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す
る

 

。

  

（
立
地
適
正
化
施
設
整
備
等
協
定
の
締
結
の
公
告
） 
 

 

第
五
十
五
条
の
二
の
五　

法
第
百
八
条
の
十
一
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準

（
新
設
）

 

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

 

、
市
町
村
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
で

 

行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一　

立
地
適
正
化
施
設
整
備
等
協
定
の
名
称 

 

二　

協
定
施
設
の
名
称
及
び
位
置 

 

三　

立
地
適
正
化
施
設
整
備
等
協
定
の
縦
覧
場
所

  

（
都
市
計
画
施
設
の
改
修
に
関
す
る
事
業
に
係
る
認
可
に
関
す
る
協
議
及
び
同
意

（
都
市
計
画
施
設
の
改
修
に
関
す
る
事
業
に
係
る
認
可
に
関
す
る
協
議
及
び
同
意

 

） 

） 

 

第
五
十
五
条
の
二
の
六　

法
第
百
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
を
し
、
同

第
五
十
五
条
の
二
の
二　

法
第
百
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
を
し
、
同

 

意
を
得
よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
協
議
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ

意
を
得
よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
協
議
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ

 

ら
を
都
道
府
県
知
事
（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事

ら
を
都
道
府
県
知
事
（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事

 

及
び
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
）
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

及
び
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
）
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

 

法
第
八
十
一
条
第
十
項
に
規
定
す
る
事
業
が
新
た
に
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用

法
第
八
十
一
条
第
九
項
に
規
定
す
る
事
業
が
新
た
に
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用

 

す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
都
市
計
画
法
第
六
十
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る

す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
都
市
計
画
法
第
六
十
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る

 

書
類
は
、
そ
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

書
類
は
、
そ
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一
～
三　

（
略
）

一
～
三　

（
略
）

  

（
立
地
誘
導
促
進
施
設
協
定
に
関
す
る
準
用
） 
（
立
地
誘
導
促
進
施
設
協
定
に
関
す
る
準
用
） 

 

第
五
十
五
条
の
四　

第
八
条
の
二
の
四
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
百
九
条

第
五
十
五
条
の
四　

第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
百
九
条
の
四

 

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
立
地
誘
導
促
進
施
設
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
一
項
に
規
定
す
る
立
地
誘
導
促
進
施
設
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

  

（
市
町
村
都
市
再
生
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
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非
営
利
活
動
法
人
等
） 

 

 
第
五
十
七
条　

法
第
百
十
七
条
第
一
項
第
七
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
特
定
非

（
新
設
）

 
営
利
活
動
法
人
等
は
、
第
十
一
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ

 

て
、
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
土
地
の
区
域
又
は
立
地
適
正
化
計
画
の
区
域
に
お

 

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動
の
実
績
を
有
す
る
者
と
す
る
。

  

（
市
町
村
都
市
再
生
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
再
生
推
進
法
人
等

（
市
町
村
都
市
再
生
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
再
生
推
進
法
人
等

 

に
準
ず
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
） 

に
準
ず
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
） 

 

第
五
十
七
条
の
二　

法
第
百
十
七
条
第
一
項
第
八
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
特

第
五
十
七
条　

法
第
百
十
七
条
第
一
項
第
七
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
特
定
非

 

定
非
営
利
活
動
法
人
等
は
、
第
十
一
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（

営
利
活
動
法
人
等
は
、
第
十
一
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
す
る

 

前
条
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
と
す
る
。

。

  

（
令
第
四
十
六
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
） 

 

 

第
五
十
七
条
の
三　

令
第
四
十
六
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、

（
新
設
）

 

同
号
に
規
定
す
る
看
板
又
は
広
告
塔
か
ら
生
ず
る
収
益
を
ま
ち
づ
く
り
推
進
活
動

 

計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
活
動
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

 

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

  

（
法
第
百
十
七
条
の
二
第
八
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
公
園
施
設
の

 

 

種
類
） 

 

 

第
五
十
七
条
の
四　

法
第
百
十
七
条
の
二
第
八
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

（
新
設
）

 

る
公
園
施
設
は
、
第
八
条
の
二
の
二
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

  
様
式
第
一

（第
一
条
の
十
九
第
一
項
関
係

）
（日

本
産
業
規
格
Ａ
４

） 
様
式
第
一

（第
一
条
の
十
九
第
一
項
関
係

）
（日

本
産
業
規
格
Ａ
４

） 

 
認
定
申
請
書

 
認
定
申
請
書

 

 

（略

） 

（略
） 

 

（注
意

） 

（注
意

） 

 
１

．
・２

．
　

（略

） 
１

．
・２

．
　

（略

） 

 
３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係
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①

④

　

（略

） 
①

④

　

（略

） 
～

～

 
⑤

　

６
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

⑤

　

６
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

、
、

、
、

、
、

 
居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

、
、

、

 
は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率

、
、

 
９
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同

の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら

、
、

 
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高

第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都

 
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

 
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）

、
、

。

 
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ

。
、

、
、

 
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、

 
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2
条
第

1
2
項
の

さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

。
、

。
、

 
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」

て
同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対

、
、

、
、

 
⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷

応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線

、
、

 
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た

又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除

 
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

 
⑥

⑱
　

（略

） 
⑥

⑱
　

（略

） 
～

～

 
４

．　

（略

）

４

．　

（略

）

  
様
式
第
七
の
二

（第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
関
係

） 
様
式
第
七
の
二

（第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
関
係

） 
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様
式
第
七
の
三

（第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
関
係

） 
様
式
第
七
の
三

（第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
関
係

） 

 
特
定
路
外
駐
車
場
設
置
変
更
届
出
書

 
特
定
路
外
駐
車
場
設
置
変
更
届
出
書

 

 
年
　
　
月
　
　
日

 
年
　
　
月
　
　
日

 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 

 
特
定
路
外
駐
車
場
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

 
特
定
路
外
駐
車
場
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

6
2
条
の
９
第
２
項

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

6
2
条
の
９
第
２
項

 

 
　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
　
第

6
2
条
の
９
第
５
項
　
　
の
規
定
に
よ
り

届
出
事

 
　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り

届
出
事

 
、

、

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

1
0

6
条

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

1
0

6
条

 

 
項
の
変
更
に
つ
い
て

下
記
に
よ
り
届
け
出
ま
す

 
項
の
変
更
に
つ
い
て

下
記
に
よ
り
届
け
出
ま
す

 
、

。
、

。

 
 

  
記

 
記

 

 
 

  
１
　
当
初
の
届
出
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
１
　
当
初
の
届
出
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
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２
　
変
更
の
内
容

 
２
　
変
更
の
内
容

 

 
（注

意

）変
更
の
内
容
は

変
更
前
及
び
変
更
後
の
内
容
を
対
照
さ
せ
て
記
載
す
る

（注
意

）変
更
の
内
容
は

変
更
前
及
び
変
更
後
の
内
容
を
対
照
さ
せ
て
記
載
す
る

、
、

 
こ
と

こ
と

。
。

  
様
式
第
八

（第
二
十
二
条
関
係

） 
様
式
第
八

（第
二
十
二
条
関
係

） 

 
民
間
都
市
再
生
整
備
事
業
計
画
認
　
　
定
申
請
書

 
民
間
都
市
再
生
整
備
事
業
計
画
認
　
　
定
申
請
書

 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
認
定

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
認
定

 

 

（略

） 

（略

） 

 
１

８

　

（略

） 
１

８

　

（略

） 
～

～

 
９
　
都
市
再
生
整
備
事
業
が
都
市
再
生
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
と
一
体
的
に
９
　
都
市
再
生
整
備
事
業
が
都
市
再
生
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
と
一
体
的
に

 
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
事
業
の
効
果
を
一
層
高
め
る
も
の
で
あ
り

か
つ

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
事
業
の
効
果
を
一
層
高
め
る
も
の
で
あ
り

か
つ

、
、

 
当
該
都
市
再
生
整
備
計
画
の
区
域
を
含
む
都
市
の
再
生
に
著
し
く
貢
献
す
る
も

当
該
都
市
再
生
整
備
計
画
の
区
域
を
含
む
都
市
の
再
生
に
著
し
く
貢
献
す
る
も

、
、

 
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

 
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

 

 
注
　
整
備
事
業
区
域
が
固
有
魅
力
維
持
向
上
区
域
内
に
あ
っ
て

都
市
再
生
整
備

 
、

 
事
業
の
対
象
建
築
物
が
固
有
魅
力
形
成
建
築
物
で
あ
る
場
合
に
は

そ
の
旨
明

 
、

 
記
す
る
と
と
も
に

当
該
都
市
再
生
整
備
事
業
が
都
市
再
生
整
備
計
画
に
記
載

 
、

 
さ
れ
た

「地
域
固
有
の
魅
力

」の
維
持
及
び
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

 

 
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い

 
 

。

 
1
0

・1
1

　

（略

）

1
0

・1
1

　

（略

）

  
様
式
第
十
五

（第
四
十
三
条
関
係

） 
様
式
第
十
五

（第
四
十
三
条
関
係

） 

 
民
間
誘
導
施
設
等
整
備
事
業
計
画
認
　
　
定
申
請
書

 
民
間
誘
導
施
設
等
整
備
事
業
計
画
認
　
　
定
申
請
書

 

 
変
更
認
定

 
変
更
認
定

 

 

（略

） 
（略

） 

 
１

３
　

（略

） 
１

３
　

（略

） 
～

～

 
４
　
誘
導
施
設
又
は
特
定
業
務
施
設
等
の
概
要

 
４
　
誘
導
施
設
の
概
要

 

 
５

1
0

　

（略

） 
５

1
0

　

（略

） 
～

～

 
1
1

　

誘
導
施
設
等
整
備
事
業
が
立
地
適
正
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
都
市
再
生
特
別
措

1
1

　

誘
導
施
設
等
整
備
事
業
が
立
地
適
正
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
都
市
再
生
特
別
措

 
置
法
第

81
条
第
２
項
第
３
号
に
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ

置
法
第

81
条
第
２
項
第
３
号
に
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ

 
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

 
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
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注
　
誘
導
施
設
等
整
備
事
業
が
特
定
業
務
施
設
等
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
と

 

 
き
は

立
地
適
正
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
同
条
第
６
項
に
掲
げ
る
事
項
も
踏
ま

 
、

 
え
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い

 
 

。

 
1
2

　

（略

）

12

　

（略

）
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（
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条　

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改　

正　

後

改　

正　

前

 
 

（
確
認
申
請
書
の
様
式
）

（
確
認
申
請
書
の
様
式
）

第
一
条
の
三　

法
第
六
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

第
一
条
の
三　

法
第
六
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
書
は
、
次

合
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
書
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
表
一
の

項
に
掲
げ

の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
表
一
の

項
に
掲
げ

（い）

（い）

る
配
置
図
又
は
各
階
平
面
図
は
、
次
の
表
二
の
二
十
三

項
の

欄
に
掲
げ
る
道
路
に

る
配
置
図
又
は
各
階
平
面
図
は
、
次
の
表
二
の
二
十
三

項
の

欄
に
掲
げ
る
道
路
に

（ろ）

（ろ）

接
し
て
有
効
な
部
分
の
配
置
図
若
し
く
は
特
定
道
路
の
配
置
図
、
同
表
の
二
十
八

項

接
し
て
有
効
な
部
分
の
配
置
図
若
し
く
は
特
定
道
路
の
配
置
図
、
同
表
の
二
十
八

項

の

欄
に
掲
げ
る
道
路
高
さ
制
限
適
合
建
築
物
の
配
置
図
、
隣
地
高
さ
制
限
適
合

の

欄
に
掲
げ
る
道
路
高
さ
制
限
適
合
建
築
物
の
配
置
図
、
隣
地
高
さ
制
限
適
合

（ろ）

（ろ）

建
築
物
の
配
置
図
若
し
く
は
北
側
高
さ
制
限
適
合
建
築
物
の
配
置
図
又
は
同
表
の

建
築
物
の
配
置
図
若
し
く
は
北
側
高
さ
制
限
適
合
建
築
物
の
配
置
図
又
は
同
表
の

二
十
九

項
の

欄
に
掲
げ
る
日
影
図
と
、
表
一
の

項
に
掲
げ
る
二
面
以
上
の
立
面

二
十
九

項
の

欄
に
掲
げ
る
日
影
図
と
、
表
一
の

項
に
掲
げ
る
二
面
以
上
の
立
面

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

図
又
は
二
面
以
上
の
断
面
図
は
、
表
二
の
二
十
八

項
の

欄
に
掲
げ
る
道
路
高
さ
制

図
又
は
二
面
以
上
の
断
面
図
は
、
表
二
の
二
十
八

項
の

欄
に
掲
げ
る
道
路
高
さ
制

（ろ）

（ろ）

限
適
合
建
築
物
の
二
面
以
上
の
立
面
図
、
隣
地
高
さ
制
限
適
合
建
築
物
の
二
面
以

限
適
合
建
築
物
の
二
面
以
上
の
立
面
図
、
隣
地
高
さ
制
限
適
合
建
築
物
の
二
面
以

上
の
立
面
図
若
し
く
は
北
側
高
さ
制
限
適
合
建
築
物
の
二
面
以
上
の
立
面
図
又
は

上
の
立
面
図
若
し
く
は
北
側
高
さ
制
限
適
合
建
築
物
の
二
面
以
上
の
立
面
図
又
は

同
表
の
四
十
五

項
の

欄
に
掲
げ
る
防
災
都
市
計
画
施
設
に
面
す
る
方
向
の
立
面
図

同
表
の
四
十
五

項
の

欄
に
掲
げ
る
防
災
都
市
計
画
施
設
に
面
す
る
方
向
の
立
面
図

（ろ）

（ろ）

 
 

と
、
そ
れ
ぞ
れ
併
せ
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
、
そ
れ
ぞ
れ
併
せ
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
正
本
一
通
及
び
副
本
一
通
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
に

一　

別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
正
本
一
通
及
び
副
本
一
通
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
に

掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
添
え
た
も
の
（
正
本
に
添
え
る
図
書
に
あ
つ
て
は
、

掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
添
え
た
も
の
（
正
本
に
添
え
る
図
書
に
あ
つ
て
は
、

 
 

当
該
図
書
の
設
計
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

当
該
図
書
の
設
計
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

 
 

イ　

（
略
）

イ　

（
略
）

ロ　

申
請
に
係
る
建
築
物
が
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物
で
あ
る
場

ロ　

申
請
に
係
る
建
築
物
が
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物
で
あ
る
場

 
 

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
定
め
る
図
書
及
び
書
類

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
定
め
る
図
書
及
び
書
類

⑴　

次
の
表
二
の
各
項
の

欄
並
び
に
表
五
の

項
及
び

項
の

欄
に
掲

⑴　

次
の
表
二
の
各
項
の

欄
並
び
に
表
五
の

項
及
び

項
の

欄
に
掲

（い）

（二）

（三）

（い）

（い）

（二）

（三）

（い）

げ
る
建
築
物　

そ
れ
ぞ
れ
表
二
の
各
項
の

欄
に
掲
げ
る
図
書
並
び
に
表

げ
る
建
築
物　

そ
れ
ぞ
れ
表
二
の
各
項
の

欄
に
掲
げ
る
図
書
並
び
に
表

（ろ）

（ろ）

五
の

項
の

欄
に
掲
げ
る
計
算
書
及
び
同
表
の

項
の

欄
に
掲
げ
る

五
の

項
の

欄
に
掲
げ
る
計
算
書
及
び
同
表
の

項
の

欄
に
掲
げ
る

（二）

（ろ）

（三）

（ろ）

（二）

（ろ）

（三）

（ろ）

図
書
（
用
途
変
更
の
場
合
に
お
い
て
は
表
二
の

項
の

欄
に
掲
げ
る
図

図
書
（
用
途
変
更
の
場
合
に
お
い
て
は
表
二
の

項
の

欄
に
掲
げ
る
図

（一）

（ろ）

（一）

（ろ）

書
を
、
国
土
交
通
大
臣
が
あ
ら
か
じ
め
安
全
で
あ
る
と
認
定
し
た
構
造
の

書
を
、
国
土
交
通
大
臣
が
あ
ら
か
じ
め
安
全
で
あ
る
と
認
定
し
た
構
造
の

建
築
物
又
は
そ
の
部
分
に
係
る
場
合
で
当
該
認
定
に
係
る
認
定
書
の
写
し

建
築
物
又
は
そ
の
部
分
に
係
る
場
合
で
当
該
認
定
に
係
る
認
定
書
の
写
し

を
添
え
た
も
の
に
お
い
て
は
表
二
の

項
の

欄
に
掲
げ
る
図
書
、
表
五

を
添
え
た
も
の
に
お
い
て
は
表
二
の

項
の

欄
に
掲
げ
る
図
書
、
表
五

（一）

（ろ）

（一）

（ろ）
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の

項
及
び

項
か
ら

項
ま
で
の

欄
に
掲
げ
る
計
算
書
並
び
に
同
表

の

項
及
び

項
か
ら

項
ま
で
の

欄
に
掲
げ
る
計
算
書
並
び
に
同
表

（一）

（四）

（六）

（ろ）

（一）

（四）

（六）

（ろ）

の

項
の

欄
に
掲
げ
る
図
書
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
し
た
も
の

の

項
の

欄
に
掲
げ
る
図
書
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
し
た
も
の

（三）

（ろ）

（三）

（ろ）

を
、
⑵
の
認
定
を
受
け
た
構
造
の
建
築
物
又
は
そ
の
部
分
に
係
る
場
合
に

を
、
⑵
の
認
定
を
受
け
た
構
造
の
建
築
物
又
は
そ
の
部
分
に
係
る
場
合
に

 
 

お
い
て
は
同
表
の

項
の

欄
に
掲
げ
る
計
算
書
を
除
く
。
）

お
い
て
は
同
表
の

項
の

欄
に
掲
げ
る
計
算
書
を
除
く
。
）

（二）

（ろ）

（二）

（ろ）

 
 

⑵
・
⑶　

（
略
）

⑵
・
⑶　

（
略
）

 
 

二
～
四　

（
略
）

二
～
四　

（
略
）

 
 

一　

（
略
）

一　

（
略
）

二

二

 
 

（ろ）

（ろ）

 
 （い）

（い）

図
書
の
種
類

明
示
す
べ
き
事
項

図
書
の
種
類

明
示
す
べ
き
事
項

 
 

（
一
）

（
略
）

（
一
）

（
略
）

～
（
三

～
（
三

十
八
の

十
八
の

二
）

二
）

（
三
十

法
第
六
十
条
の

付
近
見
取
図

敷
地
の
位
置

（
三
十

法
第
六
十
条
の

付
近
見
取
図

敷
地
の
位
置

九
）

三
の
規
定
が
適

九
）

三
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
建
築

配
置
図

地
盤
面
の
異
な
る
区
域
の
境
界

用
さ
れ
る
建
築

配
置
図

地
盤
面
の
異
な
る
区
域
の
境
界

物

線

物

線

特
定
用
途
誘
導
地
区
の
境
界
線

特
定
用
途
誘
導
地
区
の
境
界
線

二
面
以
上
の

土
地
の
高
低

二
面
以
上
の

土
地
の
高
低

断
面
図

断
面
図

敷
地
面
積
求

敷
地
面
積
の
求
積
に
必
要
な
敷

敷
地
面
積
求

敷
地
面
積
の
求
積
に
必
要
な
敷

積
図

地
の
各
部
分
の
寸
法
及
び
算
式

積
図

地
の
各
部
分
の
寸
法
及
び
算
式
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建
築
面
積
求

建
築
面
積
の
求
積
に
必
要
な
建

建
築
面
積
求

建
築
面
積
の
求
積
に
必
要
な
建

積
図

築
物
の
各
部
分
の
寸
法
及
び
算

積
図

築
物
の
各
部
分
の
寸
法
及
び
算

式

式

法
第
六
十

法
第
六
十
条

当
該
許
可
に
係
る
建
築
物
の
敷

法
第
六
十

法
第
六
十
条

当
該
許
可
に
係
る
建
築
物
の
敷

条
の
三
第

の
三
第
一
項

地
、
構
造
、
建
築
設
備
又
は
用

条
の
三
第

の
三
第
一
項

地
、
構
造
、
建
築
設
備
又
は
用

一
項
第
三

第
三
号
又
は

途
に
関
す
る
事
項

一
項
第
三

第
三
号
又
は

途
に
関
す
る
事
項

号
又
は
第

第
二
項
た
だ

号
又
は
第

第
二
項
た
だ

二
項
た
だ

し
書
の
許
可

二
項
た
だ

し
書
の
許
可

し
書
の
規

の
内
容
に
適

し
書
の
規

の
内
容
に
適

定
が
適
用

合
す
る
こ
と

定
が
適
用

合
す
る
こ
と

さ
れ
る
建

の
確
認
に
必

さ
れ
る
建

の
確
認
に
必

築
物

要
な
図
書

築
物

要
な
図
書

（
三
十

法
第
六
十
条
の

付
近
見
取
図

敷
地
の
位
置

九
の
二

四
の
規
定
が
適

）

用
さ
れ
る
建
築

配
置
図

地
盤
面
の
異
な
る
区
域
の
境
界

物

線特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区
の

境
界
線

二
面
以
上
の

土
地
の
高
低

断
面
図

敷
地
面
積
求

敷
地
面
積
の
求
積
に
必
要
な
敷

積
図

地
の
各
部
分
の
寸
法
及
び
算
式

建
築
面
積
求

建
築
面
積
の
求
積
に
必
要
な
建
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積
図

築
物
の
各
部
分
の
寸
法
及
び
算

式

法
第
六
十

法
第
六
十
条

当
該
許
可
に
係
る
建
築
物
の
敷

条
の
四
第

の
四
第
一
項

地
、
構
造
、
建
築
設
備
又
は
用

一
項
第
三

第
三
号
又
は

途
に
関
す
る
事
項

号
又
は
第

第
二
項
た
だ

二
項
た
だ

し
書
の
許
可

し
書
の
規

の
内
容
に
適

定
が
適
用

合
す
る
こ
と

さ
れ
る
建

の
確
認
に
必

築
物

要
な
図
書

 

（
四
十

（
略
）

（
四
十

（
略
）

）
～
（

）
～
（

七
十
一

七
十
一

）

）

（
七
十

駐
車
場
法
（
昭

駐
車
場
法
第

当
該
条
例
で
定
め
ら
れ
た
制
限

（
七
十

駐
車
場
法
（
昭

駐
車
場
法
第

当
該
条
例
で
定
め
ら
れ
た
制
限

二
）

和
三
十
二
年
法

二
十
条
第
一

に
係
る
駐
車
施
設
に
関
す
る
事

二
）

和
三
十
二
年
法

二
十
条
第
一

に
係
る
駐
車
施
設
に
関
す
る
事

律
第
百
六
号
）

項
又
は
第
二

項

律
第
百
六
号
）

項
又
は
第
二

項

第
二
十
条
（
都

項
の
条
例
の

第
二
十
条
（
都

項
の
条
例
の

市
再
生
特
別
措

規
定
に
適
合

市
再
生
特
別
措

規
定
に
適
合

置
法
（
平
成
十

す
る
こ
と
の

置
法
（
平
成
十

す
る
こ
と
の

四
年
法
律
第
二

確
認
に
必
要

四
年
法
律
第
二

確
認
に
必
要

十
二
号
）
第
十

な
図
書

十
二
号
）
第
十

な
図
書

九
条
の
十
四
、

九
条
の
十
四
、

第
六
十
二
条
の

第
六
十
二
条
の

十
二
、
第
百
七

十
二
及
び
第
百

条
及
び
第
百
十

七
条
並
び
に
都
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七
条
の
五
並
び

市
の
低
炭
素
化

に
都
市
の
低
炭

の
促
進
に
関
す

素
化
の
促
進
に

る
法
律
（
平
成

関
す
る
法
律
（

二
十
四
年
法
律

平
成
二
十
四
年

第
八
十
四
号
）

法
律
第
八
十
四

第
二
十
条
の
規

号
）
第
二
十
条

定
に
よ
り
読
み

の
規
定
に
よ
り

替
え
て
適
用
す

読
み
替
え
て
適

る
場
合
を
含
む

用
す
る
場
合
を

。
以
下
こ
の
項

含
む
。
以
下
こ

に
お
い
て
同
じ

の
項
に
お
い
て

。
）
の
規
定
が

同
じ
。
）
の
規

適
用
さ
れ
る
建

定
が
適
用
さ
れ

築
物

る
建
築
物

（
七
十

（
略
）

（
七
十

（
略
）

三
）
～

三
）
～

（
九
十

（
九
十

三
）

三
）

 
 

三
～
五　

（
略
）

三
～
五　

（
略
）

 
 

２
～
６　

（
略
）

２
～
６　

（
略
）

７　

特
定
行
政
庁
は
、
申
請
に
係
る
建
築
物
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
条

７　

特
定
行
政
庁
は
、
申
請
に
係
る
建
築
物
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
条

、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で

、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で

、
第
六
十
条
の
四
第
三
項
、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の

、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
（
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い

く
条
例
（
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ

て
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第

く
条
例
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
六
十
八
条
の
九
第
二
項
の

六
十
八
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る

規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を

こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い

す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
、
第
一
項
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て
は
、
規
則
で
、
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
書

又
は
第
四
項
の
規
定
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
書
に
添
え
る
べ
き
図
書
に
つ

に
添
え
る
べ
き
図
書
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
～

　

（
略
）

８
～

　

（
略
）

11

11

 
 

（
建
築
設
備
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
の
様
式
）

（
建
築
設
備
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
の
様
式
）

 
 

第
二
条
の
二　

（
略
）

第
二
条
の
二　

（
略
）

 
 

２
・
３　

（
略
）

２
・
３　

（
略
）

４　

特
定
行
政
庁
は
、
申
請
に
係
る
建
築
設
備
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十

４　

特
定
行
政
庁
は
、
申
請
に
係
る
建
築
設
備
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十

条
、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
ま

条
、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
ま

で
、
第
六
十
条
の
四
第
三
項
、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
八
条

で
、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基

の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を

づ
く
条
例
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又

法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
六
十
八
条
の
九
第
二
項

第
六
十
八
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認

る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お

を
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
、
第
一

い
て
は
、
規
則
で
、
第
一
項
の
規
定
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
書
に
添
え
る

項
の
規
定
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
書
に
添
え
る
べ
き
図
書
に
つ
い
て
必
要

 
 

べ
き
図
書
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
・
６　

（
略
）

５
・
６　

（
略
）

 
 

（
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
等
の
様
式
）

（
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
等
の
様
式
）

 
 

第
三
条　

（
略
）

第
三
条　

（
略
）

 
 

２
～
５　

（
略
）

２
～
５　

（
略
）

６　

特
定
行
政
庁
は
、
申
請
に
係
る
工
作
物
が
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準

６　

特
定
行
政
庁
は
、
申
請
に
係
る
工
作
物
が
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
四
十
条
又
は
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十

用
す
る
法
第
四
十
条
又
は
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十

九
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
六
十
条
の
四
第
三
項
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
二

九
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を
法
第

条
例
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い

八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お

て
準
用
す
る
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

む
。
）
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を
す
る
た
め
に

て
の
確
認
を
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
、
第
一
項
か
ら
第
三
項

で
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
書
に
添
え

ま
で
の
規
定
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
書
に
添
え
る
べ
き
図
書
に
つ
い
て
必

る
べ
き
図
書
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。



- 26/55 -

７
・
８　

（
略
）

７
・
８　

（
略
）

 
 

（
許
可
申
請
書
及
び
許
可
通
知
書
の
様
式
）

（
許
可
申
請
書
及
び
許
可
通
知
書
の
様
式
）

第
十
条
の
四　

法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
若

第
十
条
の
四　

法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
若

し
く
は
第
四
号
、
法
第
四
十
七
条
た
だ
し
書
、
法
第
四
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書

し
く
は
第
四
号
、
法
第
四
十
七
条
た
だ
し
書
、
法
第
四
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書

、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
項
た
だ
し

、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
項
た
だ
し

書
、
第
六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た
だ
し
書
、
第
九
項
た
だ

書
、
第
六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た
だ
し
書
、
第
九
項
た
だ

し
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
、
第
十

し
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
、
第
十

三
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
十
四
項
た
だ
し
書
（
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第

三
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
十
四
項
た
だ
し
書
（
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
五
十
一
条
た
だ
し
書
（
法
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
五
十
一
条
た
だ
し
書
（
法
第

八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
五

八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
五

十
二
条
第
十
項
、
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
四
項
、
法
第
五
十
三
条
第
四
項
、
第

十
二
条
第
十
項
、
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
四
項
、
法
第
五
十
三
条
第
四
項
、
第

五
項
若
し
く
は
第
六
項
第
三
号
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は

五
項
若
し
く
は
第
六
項
第
三
号
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は

第
四
号
（
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
四
号
（
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

法
第
五
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
各
号
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
た

法
第
五
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
各
号
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
た

だ
し
書
、
法
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第
五
十
八
条
第
二
項
、
法

だ
し
書
、
法
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第
五
十
八
条
第
二
項
、
法

第
五
十
九
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
項
、
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、

第
五
十
九
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
項
、
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、

法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
法
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
若
し

法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
法
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
若
し

く
は
第
三
項
た
だ
し
書
、
法
第
六
十
条
の
三
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
た

く
は
第
三
項
た
だ
し
書
、
法
第
六
十
条
の
三
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
た

だ
し
書
、
法
第
六
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書
、
法
第

だ
し
書
、
法
第
六
十
七
条
第
三
項
第
二
号
、
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
九
項
第

六
十
七
条
第
三
項
第
二
号
、
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
九
項
第
二
号
、
法
第
六

二
号
、
法
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
項
第
二

十
八
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
項
第
二
号
、
法
第
六
十

号
、
法
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
、
法
第
六
十
八
条
の
五
の
三
第
二
項
、
法
第
六

八
条
の
三
第
四
項
、
法
第
六
十
八
条
の
五
の
三
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条
の
七
第

十
八
条
の
七
第
五
項
、
法
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
又
は

五
項
、
法
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
又
は
法
第
八
十
七
条

法
第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
（
以
下
こ
の
条

の
三
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
許

に
お
い
て
「
許
可
関
係
規
定
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
許
可
を
申
請
し
よ
う
と
す
る

可
関
係
規
定
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
許
可
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第

者
は
、
別
記
第
四
十
三
号
様
式
（
法
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第

四
十
三
号
様
式
（
法
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
又
は
法
第

七
項
又
は
法
第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ

八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請

る
許
可
の
申
請
に
あ
つ
て
は
別
記
第
四
十
四
号
様
式
）
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及

に
あ
つ
て
は
別
記
第
四
十
四
号
様
式
）
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ

び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
特
定
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
図
書
又
は
書
面
を
添
え

れ
ぞ
れ
、
特
定
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
図
書
又
は
書
面
を
添
え
て
、
特
定
行
政

て
、
特
定
行
政
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
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庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２
～
５　

（
略
）

２
～
５　

（
略
）

 
 

（
全
体
計
画
認
定
の
申
請
等
）

（
全
体
計
画
認
定
の
申
請
等
）

 
 

第
十
条
の
二
十
三　

（
略
）

第
十
条
の
二
十
三　

（
略
）

 
 

２
～
４　

（
略
）

２
～
４　

（
略
）

５　

特
定
行
政
庁
は
、
申
請
に
係
る
建
築
物
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
条

５　

特
定
行
政
庁
は
、
申
請
に
係
る
建
築
物
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
条

、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で

、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で

、
第
六
十
条
の
四
第
三
項
、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の

、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
（
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い

く
条
例
（
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ

て
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第

く
条
例
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
六
十
八
条
の
九
第
二
項
の

六
十
八
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る

規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を

こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い

す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
、
第
一
項

て
は
、
規
則
で
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
書

又
は
第
二
項
の
規
定
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
書
に
添
え
る
べ
き
図
書
に
つ

に
添
え
る
べ
き
図
書
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
～
９　

（
略
）

６
～
９　

（
略
）

第
二
号
様
式

（第
一
条
の
三

第
三
条

第
三
条
の
三
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
二
号
様
式

（第
一
条
の
三

第
三
条

第
三
条
の
三
関
係

）
（Ａ

４

） 
、

、
、

、

確
認
申
請
書

（建
築
物

） 
確
認
申
請
書

（建
築
物

） 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．

３

．　

（略

） 
１

．

３

．　

（略

） 
～

～

４

．第
三
面
関
係

 
４

．第
三
面
関
係

 

①
⑤

　

（略

） 
①

⑤

　

（略

） 
～

～

⑥

　

７
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

⑥
　

７
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

、
、

、
、

、
、

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

 
、

、
、

は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率

 
、

、

９
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同

の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら

 
、

、

法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高

第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
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層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

 

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

） 
、

、
。

異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ

 
。

、
、

、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

 
、

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

さ
い

。
。

「イ
」⑵

は
同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

、
、

、
、

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す

、
、

る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は

る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は

、
、

壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た

壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

⑦
㉗
　

（略

） 
⑦

㉗
　

（略

） 
～

～

５

．

７

．　

（略

）

５

．

７

．　

（略

）

～
～

第
四
十
三
号
様
式

（第
十
条
の
四
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
四
十
三
号
様
式

（第
十
条
の
四
関
係

）
（Ａ

４

） 

許
可
申
請
書

（建
築
物

） 
許
可
申
請
書

（建
築
物

） 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．
・２

．
　

（略

） 
１

．
・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
④

　

（略

） 
①

④

　

（略

） 
～

～

⑤

　

６
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

⑤

　

６
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

、
、

、
、

、
、

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

、
、

、

は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率

、
、

９
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同

の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら

、
、

法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高

第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都

層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）

、
、

。

異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ

。
、

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、
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敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2
条
第

1
2
項
の

さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

。
、

。
、

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」

て
同
条
第

13
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対

、
、

、
、

⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷

応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線

、
、

地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た

又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除

限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

⑥
⑱
　

（略

） 
⑥

⑱
　

（略

） 
～

～

４

．　

（略

）

４

．　

（略

）

第
四
十
七
号
様
式

（第
十
条
の
四
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
四
十
七
号
様
式

（第
十
条
の
四
関
係

）
（Ａ

４

） 

許
可
申
請
書

（工
作
物

） 
許
可
申
請
書

（工
作
物

） 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．
・２

．
　

（略

） 
１

．
・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
④

　

（略

） 
①

④

　

（略

） 
～

～

⑤

　

３
欄
の

「ニ

」は
都
市
再
生
特
別
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

⑤

　

３
欄
の

「ニ

」は
都
市
再
生
特
別
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

、
、

、
、

特
定
用
途
誘
導
地
区
又
は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区
の
内
外
の
別
を
記
入

又
は
特
定
用
途
誘
導
地
区
の
内
外
の
別
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

、
。

し
て
く
だ
さ
い

。

⑥
⑩
　

（略

）

⑥
⑩
　

（略

）

～
～

第
四
十
八
号
様
式

（第
十
条
の
四
の
二
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
四
十
八
号
様
式

（第
十
条
の
四
の
二
関
係

）
（Ａ

４

） 

認
定
申
請
書

 
認
定
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 
（注

意

） 

１

．
・２

．
　

（略

） 
１

．
・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
④

　

（略

） 
①

④
　

（略

） 
～

～

⑤

　

６
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

⑤

　

６
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

、
、

、
、

、
、

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

、
、

、
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は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率

、
、

９
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同

の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら

、
、

法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高

第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都

層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）

、
、

。

異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ

。
、

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2
条
第

1
2
項
の

さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

。
、

。
、

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」

て
同
条
第

13
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対

、
、

、
、

⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷

応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線

、
、

地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た

又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除

限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

⑥
⑱
　

（略

） 
⑥

⑱
　

（略

） 
～

～

４

．　

（略

）

４

．　

（略

）

第
四
十
九
号
の
三
様
式

（第
十
条
の
四
の
十
関
係
）
（Ａ

４

） 
第
四
十
九
号
の
三
様
式

（第
十
条
の
四
の
十
関
係

）
（Ａ

４

） 

指
定
申
請
書

 
指
定
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．

３

．
　

（略

） 
１

．

３

．
　

（略

） 
～

～

４

．第
三
面
関
係

 
４

．第
三
面
関
係

 

①
⑤

　

（略

） 
①

⑤

　

（略

） 
～

～

⑥

　

６
欄
の

「イ

」は
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

建
築
基
準
法
第

5
2
条

⑥

　

６
欄
の

「イ

」は
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

建
築
基
準
法
第

5
2
条

、
、

、
、

、
、

第
１
項
各
号

（第
５
号
か
ら
第
８
号
ま
で
を
除
く

）に
規
定
す
る
容
積
率
の

第
１
項
各
号

（第
５
号
か
ら
第
７
号
ま
で
を
除
く

）に
規
定
す
る
容
積
率
の

。
。

異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

、
、

６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市

６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市

計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

、
、

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
。

。

わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ

わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ

、
、

、
、
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の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

⑦
⑰
　

（略

）

⑦
⑰
　

（略

）

～
～

第
四
十
九
号
の
七
様
式

（第
十
条
の
四
の
十
三
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
四
十
九
号
の
七
様
式

（第
十
条
の
四
の
十
三
関
係

）
（Ａ

４

） 

指
定
取
消
申
請
書

 
指
定
取
消
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．

・２

．
　

（略

） 
１

．

・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
⑤

　

（略

） 
①

⑤

　

（略

） 
～

～

⑥

　

６
欄
の

「イ

」は
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

建
築
基
準
法
第

52
条

⑥

　

６
欄
の

「イ

」は
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

建
築
基
準
法
第

52
条

、
、

、
、

、
、

第
１
項
各
号

（第
５
号
か
ら
第
８
号
ま
で
を
除
く

）に
規
定
す
る
容
積
率
の

第
１
項
各
号

（第
５
号
か
ら
第
７
号
ま
で
を
除
く

）に
規
定
す
る
容
積
率
の

。
。

異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

、
、

６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市

６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市

計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

、
、

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
。

。

わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ

わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ

、
、

、
、

の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

⑦
⑰
　

（略

）

⑦
⑰
　

（略

）

～
～

第
六
十
一
号
様
式

（第
十
条
の
十
六
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
六
十
一
号
様
式

（第
十
条
の
十
六
関
係

）
（Ａ

４

） 

認
定
申
請
書

 
認
定
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．
・２

．
　

（略

） 
１

．
・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
⑤

　

（略

） 
①

⑤

　

（略
） 

～
～



- 32/55 -

⑥

　

７
欄
の

「イ

」⑴
は

申
請
区
域
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住
居
誘

⑥

　

７
欄
の

「イ

」⑴
は

申
請
区
域
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住
居
誘

、
、

、
、

、
、

導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特

導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

建
、

、
、

、

定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
９
号

築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異

、

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６

、
、

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住

号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計

居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の

画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
、

最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な

区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ

、
。

る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る

た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の

。
、

、
、

地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
申
請

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、

区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2
条
第

1
2
項
の

さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

。
、

。
、

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に

て
申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合

、
、

あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「

に
お
け
る
同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
申
請
区
域

、
、

イ

」⑴
で
記
入
し
た
申
請
区
域
の
面
積
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
部
分
に
つ
い

の
面
積
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
部
分
に
つ
い
て

申
請
区
域
の
う
ち
前
面
道

、

て
申
請
区
域
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て

路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間

、

定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入
し

の
部
分
を
除
い
た
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

て
く
だ
さ
い

。

⑦
㉑
　

（略

） 
⑦

㉑
　

（略

） 
～

～

４

．　

（略

）

４

．　

（略

）

第
六
十
一
号
の
二
様
式

（第
十
条
の
十
六
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
六
十
一
号
の
二
様
式

（第
十
条
の
十
六
関
係

）
（Ａ

４

） 

許
可
申
請
書

 
許
可
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．
・２

．
　

（略

） 
１

．
・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
⑤

　

（略

） 
①

⑤

　

（略

） 
～

～

⑥

　

７
欄
の

「イ

」⑴
は

申
請
区
域
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住
居
誘

⑥

　

７
欄
の

「イ

」⑴
は

申
請
区
域
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住
居
誘

、
、

、
、

、
、

導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特

導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

建
、

、
、

、

定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
９
号

築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異

、
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ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６

、
、

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住

号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計

居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の

画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
、

最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な

区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ

、
。

る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る

た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の

。
、

、
、

地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
申
請

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、

区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2
条
第

1
2
項
の

さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

。
、

。
、

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に

て
申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合

、
、

あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「

に
お
け
る
同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
申
請
区
域

、
、

イ

」⑴
で
記
入
し
た
申
請
区
域
の
面
積
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
部
分
に
つ
い

の
面
積
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
部
分
に
つ
い
て

申
請
区
域
の
う
ち
前
面
道

、

て
申
請
区
域
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て

路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間

、

定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入
し

の
部
分
を
除
い
た
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

て
く
だ
さ
い

。

⑦
㉑
　

（略

） 
⑦

㉑
　

（略

） 
～

～

４

．　

（略

）

４

．　

（略

）

第
六
十
四
号
様
式

（第
十
条
の
十
八
関
係

）
（Ａ
４

） 
第
六
十
四
号
様
式

（第
十
条
の
十
八
関
係

）
（Ａ

４

） 

認
定
計
画
書

 
認
定
計
画
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．
　

（略

） 
１

．
　

（略

） 

２

．第
一
面
関
係

 
２

．第
一
面
関
係

 

①

・②

　

（略

） 
①

・②

　

（略

） 

③

　

２
欄
の

「ニ

」は
用
途
地
域

高
層
住
居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用

③

　

２
欄
の

「ニ

」は
用
途
地
域

高
層
住
居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用

、
、

、
、

、
、

途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
及
び
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区
の
う
ち

途
誘
導
地
区
及
び
特
定
用
途
誘
導
地
区
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
記
入
し
て
く

、

該
当
す
る
も
の
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

だ
さ
い

。
。

④
⑦
　

（略

） 
④

⑦
　

（略

） 
～

～

３

．
　

（略

）

３

．
　

（略
）
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第
六
十
四
号
の
二
様
式

（第
十
条
の
十
八
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
六
十
四
号
の
二
様
式

（第
十
条
の
十
八
関
係

）
（Ａ

４

） 

許
可
計
画
書

 
許
可
計
画
書

 

（略

） 

（略

） 
（注

意
） 

（注
意

） 

１

．
　

（略
） 

１

．
　

（略

） 

２

．第
一
面
関
係

 
２

．第
一
面
関
係

 

①

・②

　

（略
） 
①

・②

　

（略

） 

③

　

２
欄
の

「ニ
」は

用
途
地
域

高
層
住
居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用

③

　

２
欄
の

「ニ

」は
用
途
地
域

高
層
住
居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用

、
、

、
、

、
、

途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
及
び
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区
の
う
ち

途
誘
導
地
区
及
び
特
定
用
途
誘
導
地
区
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
記
入
し
て
く

、

該
当
す
る
も
の
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

だ
さ
い

。
。

④
⑦
　

（略

） 
④

⑦
　

（略

） 
～

～

３

．
　

（略

）

３

．
　

（略

）

第
六
十
五
号
様
式

（第
十
条
の
二
十
一
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
六
十
五
号
様
式

（第
十
条
の
二
十
一
関
係

）
（Ａ

４

） 

認
定
取
消
申
請
書

 
認
定
取
消
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．
・２

．
　

（略

） 
１

．
・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
⑦

　

（略

） 
①

⑦

　

（略

） 
～

～

⑧

　

８
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

⑧

　

８
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

、
、

、
、

、
、

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

、
、

、

は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率

、
、

９
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同

の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら

、
、

法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高

第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都

層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）

、
、

。

異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ

。
、

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、
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敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2
条
第

1
2
項
の

さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

。
、

。
、

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」

て
同
条
第

13
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対

、
、

、
、

⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷

応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線

、
、

地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た

又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除

限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

⑨
⑲
　

（略

） 
⑨

⑲
　

（略

） 
～

～

４

．　

（略

）

４

．　

（略

）

第
六
十
五
号
の
二
様
式

（第
十
条
の
二
十
一
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
六
十
五
号
の
二
様
式

（第
十
条
の
二
十
一
関
係

）
（Ａ

４

） 

許
可
取
消
申
請
書

 
許
可
取
消
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．
・２

．
　

（略

） 
１

．
・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
⑦

　

（略

） 
①

⑦

　

（略

） 
～

～

⑧

　

８
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

⑧

　

８
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

、
、

、
、

、
、

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

、
、

、

は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率

、
、

９
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同

の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら

、
、

法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高

第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都

層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）

、
、

。

異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ

。
、

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2
条
第

1
2
項
の

さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

。
、

。
、

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」

て
同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対

、
、

、
、

⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷

応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線

、
、

地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た

又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除

限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。
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⑨
⑲
　

（略

） 
⑨

⑲
　

（略

） 
～

～

４

．　

（略

）

４

．　

（略

）

第
六
十
七
号
の
三
様
式

（第
十
条
の
二
十
三

第
十
条
の
二
十
四
関
係

）
（Ａ

４

） 
第
六
十
七
号
の
三
様
式

（第
十
条
の
二
十
三

第
十
条
の
二
十
四
関
係

）
（Ａ

４

） 
、

、

全
体
計
画
認
定
申
請
書

 
全
体
計
画
認
定
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．
・２

．
　

（略
） 

１

．
・２

．
　

（略

） 

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
⑤

　

（略

） 
①

⑤

　

（略

） 
～

～

⑥

　

７
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

⑥

　

７
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

、
、

、
、

、
、

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

、特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

、
、

は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率

、
、

９
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同

の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら

、
、

法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高

第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都

層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）

、
、

。

異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ

。
、

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

 
さ
い

 
。

。

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

、
、

、
、

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す

同
条
第

1
3
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す

、
、

る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は

る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は

、
、

壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た

壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

⑦
⑬
　

（略

） 
⑦

⑬
　

（略

） 
～

～

４

．

７

．　

（略

）

４

．

７

．　

（略

）

～
～
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（
都
市
計
画
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
三
条　

都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
建
設
省
令
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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改　

正　

後

改　

正　

前

（
都
市
施
設
等
） 

（
都
市
施
設
等
） 

第
五
十
七
条
の
二　

（
略
） 

第
五
十
七
条
の
二　

（
略
） 

一　

（
略
）

一　

（
略
）

二　

そ
の
全
部
又
は
一
部
を
都
市
再
生
特
別
地
区
、
特
定
用
途
誘
導
地
区
又
は
特

二　

そ
の
全
部
又
は
一
部
を
都
市
再
生
特
別
地
区
又
は
特
定
用
途
誘
導
地
区
に
お

定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区
に
お
い
て
誘
導
す
べ
き
用
途
に
供
す
る
こ
と
と
な
る

い
て
誘
導
す
べ
き
用
途
に
供
す
る
こ
と
と
な
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物 

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

三
～
十
六　

（
略
）

三
～
十
六　

（
略
）
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（
景
観
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
四
条　

景
観
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定

で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。 



- 40/55 -

改　

正　

後

改　

正　

前

 
 

（
変
更
の
届
出
）

（
変
更
の
届
出
）

第
三
条　

法
第
十
六
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
設
計
又
は
施

第
三
条　

法
第
十
六
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
設
計
又
は
施

行
方
法
の
う
ち
、
そ
の
変
更
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
届
出
に
係
る
行
為
が
同
条
第

行
方
法
の
う
ち
、
そ
の
変
更
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
届
出
に
係
る
行
為
が
同
条
第

八
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

七
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

 
 

（
景
観
重
要
建
造
物
の
指
定
の
提
案
）

（
景
観
重
要
建
造
物
の
指
定
の
提
案
）

 
 

第
七
条　

（
略
）

第
七
条　

（
略
）

２　

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
景
観
整
備
推
進
法
人
が

２　

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
景
観
整
備
機
構
が
提
案

提
案
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項

を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
三

第
三
号
中
「
法
第
二
十
条
第
一
項
の
合
意
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
二
十
条
第
二

号
中
「
法
第
二
十
条
第
一
項
の
合
意
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
二
十
条
第
二
項
の

項
の
同
意
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

同
意
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 
 

（
景
観
重
要
樹
木
の
指
定
の
提
案
）

（
景
観
重
要
樹
木
の
指
定
の
提
案
）

 
 

第
十
二
条　

（
略
）

第
十
二
条　

（
略
）

２　

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
景
観
整
備
推
進
法
人

２　

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
景
観
整
備
機
構
が
提

が
提
案
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前

案
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第

項
第
三
号
中
「
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
合
意
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
二
十
九

三
号
中
「
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
合
意
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
二
十
九
条
第

条
第
二
項
の
同
意
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
項
の
同
意
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 
 

（
管
理
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
旨
等
の
公
告
）

（
管
理
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
旨
等
の
公
告
）

 
 

第
十
六
条　

（
略
）

第
十
六
条　

（
略
）

 
 

一
～
三　

（
略
）

一
～
三　

（
略
）

四　

管
理
協
定
が
景
観
整
備
推
進
法
人
に
よ
り
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は

四　

管
理
協
定
が
景
観
整
備
機
構
に
よ
り
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ

、
そ
の
旨

の
旨

五　

（
略
）

五　

（
略
）

（
再
生
協
定
の
基
準
） 

 



- 41/55 -

第
十
八
条
の
二　

法
第
四
十
六
条
の
二
第
三
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

 

基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一　

景
観
再
生
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
も
の

 
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ　

再
生
協
定
建
造
物
の
使
用
に
関
す
る
契
約
の
内
容
及
び
そ
の
使
用
の
対
価 

ロ　

再
生
協
定
建
造
物
の
改
修
及
び
管
理
の
内
容
並
び
に
改
修
及
び
管
理
に
要

す
る
費
用
の
負
担
の
方
法 

ハ　

再
生
協
定
建
造
物
の
活
用
の
方
法 

二　

再
生
協
定
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
は
、
当
該
再
生
協
定
を
締
結
し

た
景
観
整
備
推
進
法
人
が
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
又
は
当
該
再
生
協

定
を
締
結
し
た
者
が
当
該
再
生
協
定
に
違
反
し
た
こ
と
と
し
、
当
該
再
生
協
定

を
廃
止
す
る
場
合
の
手
続
は
、
再
生
協
定
建
造
物
の
改
修
を
行
っ
た
部
分
の
帰

属
及
び
当
該
帰
属
に
伴
う
費
用
の
負
担
の
方
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

三　

再
生
協
定
の
有
効
期
間
は
、
五
年
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四　

再
生
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置
は
、
違
反
し
た
者
に
対
し
て
不
当
に
重

 

い
負
担
を
課
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２　

前
項
の
規
定
は
、
再
生
協
定
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
再
生
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
旨
等
の
公
告
等
） 

 

第
十
八
条
の
三　

法
第
四
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法

（
新
設
）

第
三
十
七
条
第
一
項
（
法
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
公
報
、
掲
示
そ
の
他
の
方
法

で
行
う
も
の
と
す
る
。 

一　

再
生
協
定
の
名
称 

二　

再
生
協
定
建
造
物
の
名
称
及
び
そ
の
所
在
地 

三　

再
生
協
定
の
有
効
期
間 

四　

再
生
協
定
が
景
観
整
備
推
進
法
人
に
よ
り
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は

、
そ
の
旨 

五　

再
生
協
定
の
縦
覧
場
所 
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２　

景
観
行
政
団
体
は
、
法
第
四
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
法
第
三
十
七
条
第
一
項
（
法
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
り
再
生
協
定
を
縦
覧
に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
公
表
す
る
こ
と

が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
を
除
い
て
縦
覧
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
再
生
協
定
の
締
結
等
の
公
告
等
） 

 

第
十
八
条
の
四　

前
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

（
新
設
）

る
法
第
三
十
九
条
（
法
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
公
告
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
五
条　

広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
七
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規

定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改　

正　

後

改　

正　

前

  

（
他
の
都
道
府
県
の
意
見
を
聴
く
事
業
） 

（
他
の
都
道
府
県
の
意
見
を
聴
く
事
業
） 

 

第
七
条　

法
第
五
条
第
七
項
（
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
七
条　

法
第
五
条
第
七
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

 

）
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
第
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る

）
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
第
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る

 

。

。

  

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
に
準
ず

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
に
準
ず

 

る
者
） 

る
者
） 

 

第
八
条　

法
第
五
条
第
八
項
（
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
八
条　

法
第
五
条
第
八
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

 

）
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

）
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
三　

（
略
）

一
～
三　

（
略
）

  

（
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画
の
作
成
等
の
提
案
） 

（
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画
の
作
成
等
の
提
案
） 

 

第
九
条　

法
第
五
条
第
十
項
（
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
九
条　

法
第
五
条
第
十
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

 

）
の
規
定
に
よ
り
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画
の
作
成
の
提
案
を
行
お
う

）
の
規
定
に
よ
り
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画
の
作
成
の
提
案
を
行
お
う

 

と
す
る
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
提
案
書
に
当
該
提
案
に
係
る

と
す
る
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
提
案
書
に
当
該
提
案
に
係
る

 

広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画
の
素
案
を
添
え
て
、
都
道
府
県
に
提
出
し
な

広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画
の
素
案
を
添
え
て
、
都
道
府
県
に
提
出
し
な

 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
・
二　

（
略
）

一
・
二　

（
略
）

 

２　

法
第
五
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
新
設
） 

 

の
規
定
に
よ
り
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画
の
作
成
の
提
案
を
行
お
う
と

 

 

す
る
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
提
案
書
に
当
該
提
案
に
係
る
広 

 

 

域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画
の
素
案
を
添
え
て
、
都
道
府
県
に
提
出
し
な
け 

 

 

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

一　

市
町
村
の
名
称 

 

 

二　

拠
点
施
設
（
当
該
市
町
村
が
作
成
し
た
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四

 

 

年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
立
地
適
正
化
計
画
に

 

 

同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
記
載
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
定
業
務
施
設
等
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で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
項

  
（
認
定
事
業
の
施
行
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
の
支
援
の
方
法
） 

（
認
定
事
業
の
施
行
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
の
支
援
の
方
法
） 

 

第
十
四
条　

法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ト
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、

第
十
四
条　

法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ホ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、

 

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一　

（
略
）

一　

（
略
）

 

二　

認
定
事
業
者
（
専
ら
認
定
事
業
の
施
行
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
、
合
同
会

（
新
設
） 

 

社
又
は
特
定
目
的
会
社
に
限
る
。
）
が
発
行
す
る
元
利
金
の
支
払
に
つ
い
て
劣

 

 

後
的
内
容
を
有
す
る
特
約
が
付
さ
れ
た
社
債
の
取
得
を
行
う
民
法
（
明
治
二
十

 

 

九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
六
百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
に

 

 

よ
っ
て
成
立
す
る
組
合
、
商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
五
百

 

 

三
十
五
条
に
規
定
す
る
匿
名
組
合
契
約
に
よ
っ
て
成
立
す
る
匿
名
組
合
、
投
資

 

 

事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二

 

 

条
第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
若
し
く
は
有
限
責
任
事
業
組

 

 

合
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る

 

 

有
限
責
任
事
業
組
合
又
は
株
式
会
社
、
合
同
会
社
、
特
定
目
的
会
社
若
し
く
は

 

 

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八

 

 

号
）
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
投
資
法
人
（
以
下
「
組
合
等
」
と
い
う
。

 

 

）
に
対
す
る
出
資

 

三　

株
式
会
社
、
合
同
会
社
又
は
特
定
目
的
会
社
（
専
ら
、
認
定
事
業
者
か
ら
認

（
新
設
） 

 

定
建
築
物
等
を
取
得
し
、
当
該
認
定
建
築
物
等
の
管
理
及
び
処
分
を
行
う
こ
と

 

 

を
目
的
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
発
行
す
る
元
利
金
の
支
払
に
つ
い
て
劣
後

 

 

的
内
容
を
有
す
る
特
約
が
付
さ
れ
た
社
債
の
取
得
を
行
う
組
合
等
に
対
す
る
出

 

資

 

四　

認
定
事
業
者
（
認
定
事
業
に
係
る
財
産
を
自
己
の
固
有
財
産
及
び
他
の
認
定

二　

認
定
事
業
者
（
認
定
事
業
に
係
る
財
産
を
自
己
の
固
有
財
産
及
び
他
の
認
定

 

事
業
に
係
る
財
産
と
分
別
し
て
管
理
す
る
も
の
に
限
る
。
第
六
号
に
お
い
て
同

事
業
に
係
る
財
産
と
分
別
し
て
管
理
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
出
資 

 

じ
。
）
に
対
す
る
出
資

 

五　

認
定
事
業
者
か
ら
認
定
建
築
物
等
を
取
得
し
、
当
該
認
定
建
築
物
等
の
管
理

三　

認
定
事
業
者
か
ら
認
定
建
築
物
等
を
取
得
し
、
当
該
認
定
建
築
物
等
の
管
理

 

及
び
処
分
を
行
う
株
式
会
社
、
合
同
会
社
又
は
特
定
目
的
会
社
（
認
定
事
業
に

及
び
処
分
を
行
う
株
式
会
社
、
合
同
会
社
又
は
特
定
目
的
会
社
（
認
定
事
業
に

 

係
る
財
産
を
自
己
の
固
有
財
産
及
び
他
の
認
定
事
業
に
係
る
財
産
と
分
別
し
て

係
る
財
産
を
自
己
の
固
有
財
産
及
び
他
の
認
定
事
業
に
係
る
財
産
と
分
別
し
て
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管
理
す
る
も
の
に
限
る
。
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
出
資

管
理
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
出
資

 

六　

認
定
事
業
者
が
発
行
す
る
元
利
金
の
支
払
に
つ
い
て
劣
後
的
内
容
を
有
す
る

（
新
設
） 

 
特
約
が
付
さ
れ
た
社
債
の
取
得
を
行
う
組
合
等
に
対
す
る
出
資

 

七　

認
定
事
業
者
か
ら
認
定
建
築
物
等
を
取
得
し
、
当
該
認
定
建
築
物
等
の
管
理

（
新
設
） 

 

及
び
処
分
を
行
う
株
式
会
社
、
合
同
会
社
又
は
特
定
目
的
会
社
が
発
行
す
る
元

 

利
金
の
支
払
に
つ
い
て
劣
後
的
内
容
を
有
す
る
特
約
が
付
さ
れ
た
社
債
の
取
得

 

を
行
う
組
合
等
に
対
す
る
出
資

 

 
 

 

（
民
間
都
市
機
構
の
行
う
拠
点
施
設
整
備
事
業
支
援
業
務
の
基
準
）

（
民
間
都
市
機
構
の
行
う
拠
点
施
設
整
備
事
業
支
援
業
務
の
基
準
）

 

第
十
五
条　

法
第
十
五
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
、
同
条

第
十
五
条　

法
第
十
五
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
一
般
の
金

 

第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
支
援
す
る
業
務
に
係
る
も
の
は

融
機
関
の
行
う
金
融
等
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
同
項
第
一
号
イ
、
ハ
、
ホ
、
ヘ
及
び
ト
に
掲
げ
る
方

 

法
に
よ
り
支
援
す
る
業
務
に
係
る
も
の
は
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

 

一　

法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
支
援
す
る
業

 

務
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
せ
る
た
め
、
民
間
都
市
機
構

 

に
、
次
に
掲
げ
る
者
（
民
間
都
市
機
構
の
役
員
及
び
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち

 

か
ら
、
民
間
都
市
機
構
の
代
表
者
が
選
任
す
る
委
員
五
人
以
上
を
も
っ
て
組
織

 

す
る
審
査
会
を
置
き
、
そ
の
議
を
経
て
、
当
該
業
務
を
行
う
こ
と
。 

 

イ　

金
融
若
し
く
は
経
済
又
は
民
間
都
市
開
発
事
業
の
施
行
に
関
し
優
れ
た
知

 

識
と
経
験
を
有
し
、
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者 

 

ロ　

土
地
の
権
利
関
係
又
は
評
価
に
つ
い
て
特
別
の
知
識
と
経
験
を
有
し
、
公

正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

二　

元
利
金
の
支
払
に
つ
い
て
劣
後
的
内
容
を
有
す
る
特
約
（
資
金
の
貸
付
け
を

行
う
民
間
都
市
機
構
以
外
の
者
の
全
部
又
は
一
部
が
、
民
間
都
市
機
構
に
優
先

し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
有
す
る
特
約
を
い
い
、
民
間
都
市

機
構
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
後
に
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
民
間
都
市
機
構
以
外

の
者
の
全
部
又
は
一
部
が
、
当
該
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
特
約
を
含
む
。

）
が
付
さ
れ
、
か
つ
、
担
保
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
（
民
間
都
市
機
構
の
求
め

に
応
じ
担
保
を
付
す
る
こ
と
が
約
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
る
こ
と

。
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三　

一
般
の
金
融
機
関
の
行
う
金
融
等
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四　

民
間
都
市
機
構
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
債
務
の
保
証
そ
の
他
の
国
土

交
通
大
臣
が
認
め
る
信
用
補
完
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
認
定

事
業
の
工
事
に
着
手
す
る
ま
で
に
相
当
の
期
間
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合

に
限
る
。
）
。
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（
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条　

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部

 

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

 

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改　

正　

後

改　

正　

前

別
記
様
式
第
三

（第
六
条
第
一
項
関
係

）
（日

本
産
業
規
格
Ａ
４

） 
別
記
様
式
第
三

（第
六
条
第
一
項
関
係

）
（日

本
産
業
規
格
Ａ
４

） 

認
定
申
請
書

 
認
定
申
請
書

 

（略

） 

（略

） 

（注
意

） 

（注
意

） 

１

．

２

．
　

（略
） 

１

．

２

．
　

（略

） 
～

～

３

．第
二
面
関
係

 
３

．第
二
面
関
係

 

①
④

　

（略

） 
①

④

　

（略

） 
～

～

⑤

　

６
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

⑤

　

６
欄
の

「イ

」⑴
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域

高
層
住

、
、

、
、

、
、

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区

特
定
用
途
誘
導
地
区
若
し
く

居
誘
導
地
区

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
若
し
く
は
特
定
用
途
誘
導
地
区

、
、

、

は
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第

建
築
基
準
法
第

5
2
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率

、
、

９
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同

の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら

、
、

法
第

5
3
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高

第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
蔽
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都

層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が

地
区
若
し
く
は
区
域

（以
下

「用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）

、
、

。

異
な
る
地
域
等

」と
い
う

）に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ

。
、

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

、

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2
条
第

1
2
項
の

さ
い

「イ

」⑵
は

同
法
第

5
2条
第

1
2
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

。
、

。
、

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

13
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」

て
同
条
第

13
項
の
規
定
に
基
づ
き

「イ

」⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対

、
、

、
、

⑴
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷

応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線

、
、

地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た

又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除

限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
。

⑥
⑱
　

（略

） 
⑥

⑱
　

（略

） 
～

～

４

．　

（略

）

４

．　

（略

）
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（
建
築
基
準
法
施
行
規
則
及
び
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
） 

第
七
条　

建
築
基
準
法
施
行
規
則
及
び
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す 

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
国
土
交
通
省
令
第　
　
　

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

第
一
条
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
別
記
第
六
十
七
号
の
三
様
式
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改 　 正 　 後 改 　 正 　 前

第六十七号の三様式（第六条の三、第十条の二十三、第十条の二十四、 第六十七号の三様式（第十条の二十三、第十条の二十四関係）（Ａ４） 

第十一条の三関係）（Ａ４）  

  全体計画認定申請書 全体計画認定申請書

  （第一面） （第一面）

  （略） （略）

  （第二面） （第二面）
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  （第三面） （第三面）

  （略） （略）

  （注意） （注意）

  １．　（略） １．　（略）

  ２．第一面関係 ２．第一面関係

  ①～④　（略） ①～④　（略）

⑤　住居表示が定まつているときは、４欄に記入してください。 （新設） 

  ３．第二面関係 ３．第二面関係

（削る） ①　住居表示が定まつているときは、２欄に記入してください。 

①　１欄は、該当するチェックボックスに「✔」マークを入れてくだ ②　３欄は、該当するチェックボックスに「✔」マークを入れてくだ

さい。ただし、建築物の敷地が都市計画区域、準都市計画区域又は さい。ただし、建築物の敷地が都市計画区域、準都市計画区域又は

これらの区域以外の区域のうち２以上の区域にわたる場合において これらの区域以外の区域のうち２以上の区域にわたる場合において

は、当該敷地の過半の属する区域について記入してください。なお は、当該敷地の過半の属する区域について記入してください。なお

、当該敷地が３の区域にわたる場合で、かつ、当該敷地の過半の属 、当該敷地が３の区域にわたる場合で、かつ、当該敷地の過半の属

する区域がない場合においては、都市計画区域又は準都市計画区域 する区域がない場合においては、都市計画区域又は準都市計画区域

のうち、当該敷地の属する面積が大きい区域について記入してくだ のうち、当該敷地の属する面積が大きい区域について記入してくだ

さい。 さい。 

②　２欄は、該当するチェックボックスに「✔」マークを入れてくだ ③　４欄は、該当するチェックボックスに「✔」マークを入れてくだ
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さい。なお、建築物の敷地が防火地域、準防火地域又は指定のない さい。なお、建築物の敷地が防火地域、準防火地域又は指定のない

区域のうち２以上の地域又は区域にわたるときは、それぞれの地域 区域のうち２以上の地域又は区域にわたるときは、それぞれの地域

又は区域について記入してください。 又は区域について記入してください。 

③　３欄は、建築物の敷地が存する１欄及び２欄に掲げる地域以外の ④　５欄は、建築物の敷地が存する３欄及び４欄に掲げる地域以外の

区域、地域、地区又は街区を記入してください。なお、建築物の敷 区域、地域、地区又は街区を記入してください。なお、建築物の敷

地が２以上の区域、地域、地区又は街区にわたる場合は、それぞれ 地が２以上の区域、地域、地区又は街区にわたる場合は、それぞれ

の区域、地域、地区又は街区を記入してください。 の区域、地域、地区又は街区を記入してください。 

④　４欄は、建築物の敷地が２メートル以上接している道路のうち最 ⑤　６欄は、建築物の敷地が２メートル以上接している道路のうち最

も幅員の大きなものについて記入してください。 も幅員の大きなものについて記入してください。 

⑤　５欄の「イ」⑴は、建築物の敷地が、２以上の用途地域、高層住 ⑥　７欄の「イ」⑴は、建築物の敷地が、２以上の用途地域、高層住

居誘導地区、居住環境向上用途誘導地区、特定用途誘導地区若しく 居誘導地区、居住環境向上用途誘導地区、特定用途誘導地区若しく

は特定業務施設等誘導地区、建築基準法第52条第１項第１号から第 は特定業務施設等誘導地区、建築基準法第52条第１項第１号から第

９号までに規定する容積率の異なる地域、地区若しくは区域又は同 ９号までに規定する容積率の異なる地域、地区若しくは区域又は同

法第53条第１項第１号から第６号までに規定する建蔽率若しくは高 法第53条第１項第１号から第６号までに規定する建蔽率若しくは高

層住居誘導地区に関する都市計画において定められた建築物の建蔽 層住居誘導地区に関する都市計画において定められた建築物の建蔽

率の最高限度の異なる地域、地区若しくは区域（以下「用途地域が 率の最高限度の異なる地域、地区若しくは区域（以下「用途地域が

異なる地域等」という。）にわたる場合においては、用途地域が異 異なる地域等」という。）にわたる場合においては、用途地域が異

なる地域等ごとに、それぞれの地域等に対応する敷地の面積を記入 なる地域等ごとに、それぞれの地域等に対応する敷地の面積を記入

してください。 してください。 

「イ」⑵は、同法第52条第12項の規定を適用する場合において、 「イ」⑵は、同法第52条第12項の規定を適用する場合において、

同条第13項の規定に基づき、「イ」⑴で記入した敷地面積に対応す 同条第13項の規定に基づき、「イ」⑴で記入した敷地面積に対応す

る敷地の部分について、建築物の敷地のうち前面道路と壁面線又は る敷地の部分について、建築物の敷地のうち前面道路と壁面線又は

壁面の位置の制限として定められた限度の線との間の部分を除いた 壁面の位置の制限として定められた限度の線との間の部分を除いた

敷地の面積を記入してください。 敷地の面積を記入してください。 

⑥　５欄の「ロ」、「ハ」及び「ニ」は、「イ」に記入した敷地面積 ⑦　７欄の「ロ」、「ハ」及び「ニ」は、「イ」に記入した敷地面積

に対応する敷地の部分について、それぞれ記入してください。 に対応する敷地の部分について、それぞれ記入してください。 

⑦　５欄の「ホ」⑴は、「イ」⑴の合計とし、「ホ」⑵は、「イ」⑵ ⑧　７欄の「ホ」⑴は、「イ」⑴の合計とし、「ホ」⑵は、「イ」⑵

の合計とします。 の合計とします。 

⑧　建築物の敷地が、建築基準法第52条第７項若しくは第９項に該当 ⑨　建築物の敷地が、建築基準法第52条第７項若しくは第９項に該当

する場合又は同条第８項若しくは第12項の規定が適用される場合に する場合又は同条第８項若しくは第12項の規定が適用される場合に
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おいては、５欄の「ヘ」に、同条第７項若しくは第９項の規定に基 おいては、７欄の「ヘ」に、同条第７項若しくは第９項の規定に基

づき定められる当該建築物の容積率又は同条第８項若しくは第12項 づき定められる当該建築物の容積率又は同条第８項若しくは第12項

の規定が適用される場合における当該建築物の容積率を記入してく の規定が適用される場合における当該建築物の容積率を記入してく

ださい。 ださい。 

⑨　建築物の敷地が建築基準法第53条第２項若しくは同法第57条の５ ⑩　建築物の敷地が建築基準法第53条第２項若しくは同法第57条の５

第２項に該当する場合又は建築物が同法第53条第３項、第６項、第 第２項に該当する場合又は建築物が同法第53条第３項、第６項、第

７項若しくは第８項に該当する場合においては、５欄の「ト」に、 ７項若しくは第８項に該当する場合においては、７欄の「ト」に、

同条第２項、第３項、第６項、第７項若しくは第８項の規定に基づ 同条第２項、第３項、第６項、第７項若しくは第８項の規定に基づ

き定められる当該建築物の建蔽率を記入してください。 き定められる当該建築物の建蔽率を記入してください。 

⑩　５欄の「ハ」、「ニ」、「ヘ」及び「ト」は、百分率を用いてく ⑪　７欄の「ハ」、「ニ」、「ヘ」及び「ト」は、百分率を用いてく

ださい。 ださい。 

⑪　ここに書き表せない事項で特に全体計画認定を受けようとする ⑫　ここに書き表せない事項で特に全体計画認定を受けようとする

事項は、６欄又は別紙に記載して添えてください。 事項は、８欄又は別紙に記載して添えてください。 

⑫　全体計画変更認定の申請の際は、７欄に第二面に係る部分の変更 ⑬　全体計画変更認定の申請の際は、９欄に第二面に係る部分の変

の概要について記入してください。 更の概要について記入してください。 

  ４．第三面関係 ４．第三面関係

  ①～⑤　（略） ①～⑤　（略）

⑥　６欄は、別紙の表の用途の区分に従い対応する記号を記入した上 （新設） 

  で、主要用途をできるだけ具体的に記入してください。

⑦　全体計画変更認定の申請の際は、７欄に第三面に係る部分の変更 ⑥　全体計画変更認定の申請の際は、６欄に第三面に係る部分の変更

の概要について記入してください。 の概要について記入してください。 

５．～７．　（略） ５．～７．　（略）
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附　

則 
こ
の
省
令
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
●
日
）
か
ら

施
行
す
る
。 


